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み
な
さ
ん
は
、
大
洲
の
特
産
品
を
聞
か
れ
て
、
何

と
答
え
ま
す
か
。

　

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
実
は
大
洲
産
の

﹁
シ
イ
タ
ケ
﹂
と
﹁
ク
リ
﹂
は
、
県
内
の
生
産
量
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
で
す
。

　

大
洲
産
の
﹁
シ
イ
タ
ケ
﹂
と
﹁
ク
リ
﹂
を
も
っ
と

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
生
産
者
の
み
な
さ
ん
や
市

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

大洲の特産品
「シイタケ」と「クリ」

特　集
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【写真提供　成髙王洋さん】

低カロリーで栄養満点

「シイタケ」

　

食
物
繊
維
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
豊
富

で
、
焼
き
、
蒸
し
、
炒
め
料
理
な
ど
、

利
用
価
値
の
高
い
食
材
、
シ
イ
タ
ケ
。

大
洲
市
は
、
県
内
で
も
有
数
の
シ
イ
タ

ケ
生
産
地
で
す
。
市
内
に
は
、
約
６
０

０
戸
の
生
産
農
家
が
あ
り
、
県
内
生
産

量
の
約
半
分
が
大
洲
産
で
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
乾
燥
シ
イ
タ
ケ
で
す
。

　

林
野
庁
の
特
用
林
産
物
生
産
統
計
調

査
に
よ
る
と
、
愛
媛
県
の
乾
燥
シ
イ
タ

ケ
生
産
量
は
、
平
成
20
年
か
ら
24
年
ま

で
大
分
県
、
宮
崎
県
、
熊
本
県
に
次
ぐ

第
４
位
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
の
全
国
市
町
村
別
生
産
量

ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
大
洲
市
が
第
７
位

に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
ま
す
。
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県椎
しい

茸
たけ

同志会干しシイタケ品評会
６年連続最優秀賞を受賞

成髙　王
たま

洋
ひろ

さん
（菅田町大竹）

　

シ
イ
タ
ケ
は
、日
本
を
は
じ
め
中
国
、

韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
台
湾
な
ど
に
分

布
し
て
い
ま
す
。
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語

で
も
﹁
シ
イ
タ
ケ
﹂
と
発
音
さ
れ
て
い

て
、
世
界
的
に
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

自
然
界
で
は
、主
に
ク
ヌ
ギ
や
シ
イ
、

コ
ナ
ラ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ク
リ
な
ど
の
広

葉
樹
の
枯
れ
木
に
発
生
し
ま
す
。
人
工

的
に
栽
培
す
る
場
合
に
は
、
天
然
の
木

を
１
メ
ー
ト
ル
程
度
の
長
さ
に
切
断
し

た
も
の
を
利
用
す
る
原
木
栽
培
や
、
オ

ガ
ク
ズ
な
ど
に
栄
養
源
を
混
ぜ
た
培
地

を
利
用
す
る
菌
床
栽
培
が
あ
り
ま
す
。

　

乾
燥
シ
イ
タ
ケ
に
は
、
食
物
繊
維
や

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
ほ
か
に
も
、
レ
シ
チ
ナ

ン
、
う
ま
味
成
分
で
あ
る
グ
ア
ニ
ル
酸

な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
助
け
、

歯
や
骨
を
強
く
し
ま
す
。
レ
シ
チ
ナ
ン

は
免
疫
効
果
を
高
め
、
抗
が
ん
作
用
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
カ
リ
ウ
ム

な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
も
バ
ラ
ン
ス
よ

く
含
ま
れ
て
い
て
、
健
康
食
品
と
い
え

ま
す
。
し
か
し
、
風
味
や
食
感
が
苦
手

と
い
う
人
も
多
く
、
ピ
ー
マ
ン
や
ニ
ン

ジ
ン
と
並
び
好
み
の
分
か
れ
る
食
材
で

も
あ
り
ま
す
。

　

栄
養
満
点
で
大
洲
市
の
特
産
品
で
も

あ
る
シ
イ
タ
ケ
を
、
私
た
ち
の
食
卓
に

も
っ
と
取
り
入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

特
産
品
を
も
っ
と
身
近
に

　私が父親からシイタケ栽培を引
き継いで、今年で26年目になりま
す。それまでに、菌類専門学校や
日本きのこセンターなどで、シイ
タケに関する勉強をしました。
　最近では、菌床での栽培も盛ん
になっていますが、私が栽培して
いるシイタケは、全てが原木シイ
タケです。原木栽培のシイタケは、
味、香り、歯ごたえがとても良い
と思います。
　私は毎年11ヘクタールの自家原
木林から、6,000～7,000本のほだ木
を切り出し、直射日光を避けてほ
だ場に横積みにして菌の活

かっ

着
ちゃく

を図
る伏せ込み作業をしていて、ほだ
場には常に20,000～25,000本の収
穫可能なほだ木があります。植菌
してから2 年間山の中で寝かせる
ことで、その後、4 年間シイタケ
が収穫できるようになります。そ
のため、毎年伏せ込みをしなけれ
ば、安定したシイタケの収穫がで
きなくなります。
　現在、 2

ニーヨンマル

4 0 と 1
イチ

1
イチ

5
ゴ

という 2
種類の菌を植菌し、年間 1トンの
収穫を目指しています。そのため
に、毎日テレビやパソコンなどで
天気や気温の予報を常に気にして

います。気温が下がり雨が降った
ときに、原木に刺激を与えると 1
本の原木から多くのシイタケが発
生します。こうすることで、現在
40キロの単収を55キロにしようと
頑張っています。
　福島の原発事故以降、乾燥シイ
タケからセシウムが検出されたと
報道されてから、全てのシイタケ
が敬遠されるようになりました。
そのため、最近 3年間のシイタケ
販売価格は低迷していて、生産者
にとって非常に厳しい状況が続い
ています。
　そのような厳しい状況ですが、
大洲と野村の生産者18人で「原木
5
ゴーゴー

5 会」を組織して、情報交換を
しながら地域全体のレベルアップ
を図っています。また、地元中学
生の親子を対象に、植菌体験や収
穫体験を開催し好評を得ています。
　私は、全国シイタケ品評会で 3
年連続農林水産大臣賞を受賞して
います。10年連続で受賞すると名
人の称号がもらえるので、その称
号を獲得することで大洲産シイタ
ケの良さを知ってもらうことがで
きるように、これからも仲間と一
緒に頑張ります。

みなさんにシイタケを食べてほしい
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大洲で収穫されているクリ

大
おお

洲
ず

早
わ

生
せ

9月上～中旬が収穫期。
県内で広く生産されて
いるが地域により名前
は違う。果実はとても
大きく、果皮は赤褐色
で光沢がある。
甘みが少ないため食味
は劣るが展示用として
の需要が多い。

筑
つく

波
ば

9 月中旬が収穫期。
果実は大きめで、果皮
は赤褐色で光沢があ
る。
果実は甘みがあり、香
りが良く品質が高い。
貯蔵性が良く、加工用
原料として使われてい
る。

利
り

平
へい

9 月中～下旬が収穫期。
果実はやや大きめで、
果皮は光沢のある暗褐
色。
果実は甘さがあり、蒸
して食べるのに適して
いる。肉質がもろいた
め、加工には適さない。

倉
くら

方
かた

甘
あま

栗
くり

9 月中～下旬が収穫期。
果実は小さく、果皮は
光沢のある暗褐色。
果実は、甘みが強い。
小粒で収量も少ないた
め、生産量もかなり少
ない。

銀
ぎん

寄
よせ

9 月下旬～ 10月上旬が
収穫期。
果実は、大きめで扁平
形をしている。甘みが
多く、風味も豊かで味
が良い。
貯蔵性がやや劣るため、
加工用品種には向いて
いない。

石
いし

鎚
づち

10月上旬～ 11月上旬が
収穫期。
果実はやや大きく、果
皮は赤褐色で光沢のあ
る美しさが特徴。
甘みも香りもあり、日
持ちがよく、煮くずれ
も少ないので、加工用
原料にも適している。

とげに守られた山の宝石

「クリ」

　

毎
年
９
月
に
な
る
と
、
と
げ
に
守
ら

れ
た
赤
褐
色
の
三
つ
子
が
現
れ
ま
す
。

秋
の
味
覚
の
ひ
と
つ
、
ク
リ
で
す
。
特

用
林
産
物
生
産
統
計
調
査
に
よ
る
と
、

愛
媛
県
産
の
ク
リ
は
、
茨
城
県
、
熊
本

県
に
次
い
で
全
国
第
３
位
の
生
産
量
が

あ
り
ま
す
。

　

県
内
の
ク
リ
の
産
地
と
聞
い
て
、
最

初
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
伊
予
市
中
山
町

だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
生
産
量
で

み
て
み
る
と
、
大
洲
市
の
ク
リ
が
県
内

で
ト
ッ
プ
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　

愛
媛
の
中
山
間
地
域
は
、
昼
夜
の
温

度
差
や
降
水
量
な
ど
、
地
質
的
に
も
気

候
的
に
も
申
し
分
な
く
、
大
粒
で
和
菓

子
の
よ
う
な
上
品
な
甘
み
の
あ
る
ク
リ

が
収
穫
さ
れ
て
い
ま
す
。
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新
た
な
取
り
組
み

全
国
に
通
用
す
る
ブ
ラ
ン
ド
に

大和屋本店
洋食チーフ　篠﨑　文

ふみ

夫
お

さん

　

大
洲
商
工
会
議
所
と
大
洲
市
で
は
、

地
域
資
源
を
活
か
し
た
地
域
活
性
化
策

に
つ
い
て
検
討
を
す
る
な
か
で
、
県
内

一
の
収
穫
量
を
誇
り
、
市
場
で
も
一
定

の
評
価
を
得
て
い
る
大
洲
産
の
ク
リ
に

着
目
し
ま
し
た
。
生
産
者
と
食
品
製
造

業
者
、
農
協
、
飲
食
店
な
ど
が
連
携
し
、

地
元
産
の
ク
リ
を
使
用
し
た
新
商
品
の

開
発
を
行
い
、
農
商
工
連
携
に
よ
る
６

次
産
業
化
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
取
り
組
む

こ
と
に
決
定
し
、
10
月
22
日
㈬
、
松
山

市
に
あ
る
大
和
屋
本
店
に
お
い
て
﹁
大

洲
ま
る
ご
と
栗
イ
ズ
ム
の
会
﹂
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
で
は
、
県
内
の
食
品
・
流
通

事
業
の
担
当
者
な
ど
43
人
を
招
待
し
、

大
洲
産
の
ク
リ
を
使
用
し
た
メ
ニ
ュ

ー
、
商
品
の
試
食
を
通
し
て
、
大
洲
産

ク
リ
の
紹
介
を
す
る
と
と
も
に
、
商
品

に
対
す
る
意
見
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
き

ま
し
た
。

　

市
内
６
事
業
者
か
ら
８
品
の
試
作
品

の
ほ
か
、
会
場
で
あ
る
大
和
屋
本
店
の

シ
ェ
フ
か
ら
も
、
和
・
洋
・
中
の
各
ジ

ャ
ン
ル
か
ら
１
品
ず
つ
趣
向
を
凝
ら
し

た
料
理
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

試
食
し
た
担
当
者
か
ら
は
、﹁
生
産

量
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
す
ぐ

に
で
も
販
売
が
で
き
る
商
品
が
あ
る
。

今
後
、
前
向
き
に
検
討
し
た
い
﹂
と
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

市
内
に
は
、
今
回
紹
介
し
た
シ
イ
タ

ケ
と
ク
リ
以
外
に
も
、
お
い
し
い
農
産

物
や
特
産
品
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
今
は
そ
れ
ら
を
う
ま
く
情
報

発
信
で
き
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　

今
回
、﹁
大
洲
ま
る
ご
と
栗
イ
ズ
ム
﹂

の
事
業
で
は
、
地
元
の
ク
リ
を
使
っ
た

商
品
開
発
を
行
な
い
、
誰
に
で
も
手
軽

に
お
い
し
く
食
べ
て
も
ら
え
る
商
品
を

流
通
さ
せ
る
こ
と
で
、﹁
大
洲
は
ク
リ

の
産
地
﹂
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ

を
、
県
内
そ
し
て
全
国
へ
と
発
信
し
て

い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
ク
リ
そ
の
も
の
に
も
注
目
が
集
ま

り
、
多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
で
大
洲
ブ
ラ
ン
ド
の
ク
リ
と
し
て
定

着
さ
せ
、
そ
の
ほ
か
の
特
産
品
の
周
知

に
も
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
特
産
品
を
、
全
国
的
に
有
名

な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、ま
ず
は﹁
大

洲
市
﹂
の
知
名
度
を
上
げ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
そ
し
て
、
大
洲
の
商
品
な
ら

安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
と
か
、
大
洲
の

商
品
だ
か
ら
買
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

地
元
に
住
ん
で
い
る
私
た
ち
が
、
ま

ち
の
い
い
も
の
を
知
ろ
う
と
す
る
気
持

ち
、
い
い
も
の
を
伝
え
て
い
こ
う
と
行

動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　愛媛県でクリの産地といえば、伊
予市中山町というイメージがありま
した。大洲産のクリが、県内でトッ
プの生産量を誇っていることを、今
回のイベントで初めて知りました。
　私は、愛媛県産のクリ自体が、
全国トップクラスの味だと思ってい
ます。そのなかでも、大洲産のクリ
がほかの地域のクリとは違うという
ことをアピールできれば、知名度も
上がるのではないでしょうか。
　みなさんご存じだと思いますが、
家庭でも店でもクリを料理に使う場
合には、材料として準備するまで
が大変です。外側の硬い皮を剥ぎ、
渋皮を剥がさなければ使うことがで
きません。
　今後、大洲産のクリを全国に売り
込んでいくためには、この点を改善

できるかどうかがカギになると思い
ます。皮を全て剥いだものや渋皮の
ついた状態のもの、ペースト状にな
ったものなど、すぐに料理に使える
状態で提供できるようになるのであ
れば、かなり需要が増えるのではな
いでしょうか。
　今回のイベントでは、「愛媛産豚
ロース肉と大洲栗をカダイフで巻い
て」という、オリジナル料理を提案
させていただきました。洋食には、
クリを使った新しい料理を考える余
地があると思います。
　そのため、9月から11月のシーズ
ン中だけでなく、年間を通して必要
な状態の大洲産のクリを安定供給
していただくことができれば、大和
屋本店でも使用を検討できると思
います。

もっと大洲産クリのアピールを
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シリーズ

文化財

絹
けん

本
ぽん

著
ちゃく

色
しょく

釈
しゃ

迦
か

三
さん

尊
ぞん

及び十
じゅう

六
ろく

羅
ら

漢
かん

図
ず

　三幅
愛媛県指定有形文化財（絵画）
如法寺所蔵（大洲市立博物館保管）

　三幅一対（ 3つで1組）で描かれている本図は、
中央となる掛軸に釈迦、文

もん

殊
じゅ

菩
ぼ

薩
さつ

、普
ふ

賢
げん

菩薩の三
尊が描かれ、左右には、十六羅漢（釈迦の弟子で
特に優れた代表的な16人の弟子）が彩色で描かれ
ています。一説には中国の南宋時代（1127～1279年）
の作品と言われています。
　如

にょ

法
ほう

寺
じ

に収蔵された経緯については不明ですが、
後年に造られた箱の蓋裏に「張

ちょうし

思恭
きょう

筆」「延
えん

宝
ぽう

二
甲
きのえ

寅
とら

年
どし

正月下旬泉
せん

州
しゅう

南
みなみ

郡
ぐん

麻
あそう

生郷
ごう

小瀬村之住突
とつ

妙
みょう

無
誰」と記されていることから、作者は張思恭（中
国の仏画師）で、延宝 2 年（1674）に南郡麻生郷
小瀬村（現大阪府貝塚市）の突妙という人物がこ
の絵に関わっていたことがわかります。
　市内における中世に描かれた仏画は数少ないこ
とからも、貴重な絵画であると言えます。

（昭和40年 4 月 2 日指定）

野　鳥

オナガガモ（尾長鴨）
カモ目 カモ科
大きさ 雄75㎝　雌53㎝

　冬鳥として全国に飛来しますが、西日本への飛
来は少ないようです。毎年、城山下の肱川にも少
数がやって来て越冬します。特徴は、地味な色合
いの長い体と、カモ類にしては長い雄の尾羽です。
名前の由来は、そこからきているようです。お尻
だけ出して、水中の水草や根っこを食べている姿
を見かけることがありますが、他のカモ類と争い
を避けるため、より深い所の食べ物を得るために、
進化したと考えられます。
　野性の生き物たちは、体色から食性など、生き
ていく全てにおいて理由があり、答えがあります。
空を飛ぶ生き物は、体重が増えれば死を覚悟しな
ければなりません。何事も、ほどほどの生活習慣
を身につければ、全ての人たちに明るい未来が訪
れるような気がします。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

大洲市を守る消防団員の活動や取り組みをシリーズで紹介します。
　

大
洲
市
消
防
団
で
は
、
団
員
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
女
性
消
防

団
員
の
確
保
に
、
特
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

　

消
防
団
に
入
団
し
、﹁
自
分
た
ち
の

ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
﹂
の
精
神
の

も
と
、
私
た
ち
の
地
域
の
安
全
を
一
緒

に
守
り
ま
せ
ん
か
。

【
女
性
消
防
団
員
の
入
団
資
格
】

　

年
齢
18
歳
以
上
で
、
市
内
に
居
住
ま

た
は
勤
務
し
て
い
る
人
で
す
。

【
入
団
後
の
待
遇
】

　

活
動
に
必
要
な
被
服
な
ど
を
貸
与
し

ま
す
。
ま
た
、
年
間
一
定
額
の
報
酬
と

出
動
ご
と
に
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

【
主
な
活
動
内
容
】

▽ 

防
火
広
報
、
高
齢
者
世
帯
な
ど
の
防

火
訪
問

▽
地
域
住
民
へ
の
応
急
手
当
の
指
導

　
︵
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
り
扱
い
訓
練
な
ど
︶

▽
各
種
消
防
団
行
事
へ
の
参
加

【
所
属
先
】

　

女
性
分
団
と
し
て
、
次
の
地
域
に
あ

る
部
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

第
１
部
︵
大
洲
︶

第
２
部
︵
長
浜
︶

第
３
部
︵
肱
川
・
河
辺
︶

地域を守るエキスパート　№4

女
性
消
防
団
員
募
集

　
～
あ
な
た
の
思
い
で
　
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
～

 

活
躍
す
る
女
性
団
員 

　

女
性
分
団
第
１
部
に
所
属
す
る
二
宮

小さ

百ゆ

合り

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。普
段
は
、

伊
予
銀
行
の
営
業
係
と
し
て
勤
務
し
て

い
ま
す
。

【
二
宮
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　
﹁
消
防
団
に
は
、
私
も
何
か
地
域
の

役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
と
の

思
い
で
入
団
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、

地
域
の
み
な
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
と
お
世

話
に
な
っ
た
ご
恩
を
、
消
防
団
活
動
を

通
し
て
、
少
し
で
も
返
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
明
る
く
楽
し
く
、
一
緒

に
活
動
し
ま
し
ょ
う
﹂

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

危
機
管
理
課　

☎
㉔
１
７
４
２

職場の理解を得て活動する二宮さん
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　大洲の冬の風物詩といえば、肱川あらしです。世
界的にも珍しい現象で、いろいろなメディアでも注
目されています。発生には、気象条件だけではなく、
地形も関係しているようです。
　肱川あらし予報情報サイトもリニューアルし、肱
川あらしを漁船から見る体験ツアーも行なわれてい
ます。冬の早起きは大変ですが、世界で唯一の現象
を漁船から楽しんでみてはいかがでしょうか。

大洲商工会議所青年部　大洲ご当地クイズ

※ 今月のクイズの答えは、広報大洲1月号に掲載します。

【先月号のクイズの解答・解説】
　大洲藩の総鎮守だった八幡神社では、約300年続く
伝統行事の大名行列を行っています。先頭の武士団
は、独特の歩き方をします。これは、当時の歩き方
を再現していますが、どのような場面で行っていた
歩き方でしょうか。
　①　参勤交代をする時
　②　殿の警備をする時
　③　町の警備をする時
　④　刀狩をする時
解答…①
解説…お祭り当日は、およそ
300人のメンバーが参加して、
大洲の街を歩きます。先頭の
花形武士団が、長さ約4メート
ルもの槍を肩に担ぎ歩く勇壮な
姿は、一見の価値があります。

【今月のクイズ】
　肱川あらしの発生を予想する、肱川あらし予
報情報サイト。そこで進行役として活躍中の、
初代肱川あらしガールは誰でしょう。

　①　タケアミちゃん
　②　オヒジちゃん
　③　アラシちゃん
　④　フジユカちゃん

　

大
洲
藩
６
代
藩
主
加
藤
泰
衑
は
、
享き

ょ
う

保ほ
う

13
年
︵
１
７
２
８
︶、
大
洲
藩
加
藤

家
の
分
家
で
旗
本
の
池い

け

之の

端は
た

家
の
当
主

加
藤
泰や

す

都さ
と

の
長
男
と
し
て
江
戸
に
生
ま

れ
ま
し
た
。

　

延え
ん

享き
ょ
う

元
年
︵
１
７
４
４
︶、
徳
川
家い

え

重し
げ

︵
の
ち
の
９
代
将
軍
︶
の
御お

小こ

納な
ん

戸ど

︵
主
君
の
そ
ば
近
く
に
仕
え
、
日
常
の

細
務
に
従
事
す
る
も
の
︶
に
、翌
年
︵
１

７
４
５
︶
に
は
御お

納な
ん

戸ど

小こ

姓し
ょ
う

に
な
り
ま

す
が
、
同
年
５
代
藩
主
泰や

す

温あ
つ

の
急
死
に

よ
り
、
急
き
ょ
大
洲
藩
の
家
督
を
相
続

し
ま
し
た
。

　

藩
主
と
な
っ
た
泰
衑
で
す
が
、
10
年

後
の
宝ほ

う

暦れ
き

５
年
︵
１
７
５
５
︶、
突
然

大
洲
に
い
る
家
老
達
に
隠
居
の
意
向
を

伝
え
ま
す
。こ
れ
に
驚
い
た
家
老
達
は
、

急
い
で
江
戸
へ
向
か
い
隠
居
に
反
対
し

泰
衑
を
説
得
し
ま
す
。

　

こ
の
突
然
の
隠
居
話
は
、
実
は
泰
温

が
亡
く
な
っ
た
１
个
月
後
に
生
ま
れ
た

泰
温
の
子
冨と

み

之の

助す
け

の
存
在
が
あ
っ
た
か

ら
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
来
で
あ
れ

ば
、
泰
温
の
家
督
は
分
家
の
自
分
で
は

な
く
、
直
系
と
な
る
冨
之
助
が
相
続
す

る
は
ず
で
、
泰
衑
は
冨
之
助
が
元
服
し

た
宝
暦
11
年
︵
１
７
６
１
︶、
自
分
の

養よ
う

嗣し

に
す
る
と
、
翌
年
家
督
を
冨
之
助

に
譲
り
隠
居
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
本
家
相
続
に
対
し
て
遠
慮

深
か
っ
た
泰
衑
で
す
が
、延
享
４
年︵
１

７
４
７
︶
中
江
藤と

う

樹じ
ゅ

百
年
忌き

祭さ
い

礼れ
い

や
、

泰
温
の
悲
願
で
あ
っ
た
藩
校
﹁
止し

善ぜ
ん

書し
ょ

院い
ん

明め
い

倫り
ん

堂ど
う

﹂を
完
成
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、

宝
暦
９
年
︵
１
７
５
９
︶
に
は
、
加
藤

家
の
家
史
と
な
る
﹃
北ほ

く

藤と
う

録ろ
く

﹄
全
20
巻

を
完
成
さ
せ
ま
す
。

　

35
歳
の
若
さ
で
隠
居
し
た
泰
衑
で
す

が
、
７
代
、
８
代
藩
主
が
早
世
す
る
中
、

藩
を
支
え
本
家
の
存
続
に
尽
力
し
、
天て

ん

明め
い

４
年
︵
１
７
８
４
︶
57
歳
で
江
戸
に

お
い
て
没
し
ま
し
た
。　

　

墓
所
は
、
龍り

ょ
う

護ご

山ざ
ん

に
あ
り
ま
す
が
、

本
家
へ
の
遠
慮
か
ら
か
、
他
の
藩
主
と

は
離
れ
た
場
所
に
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

加 

藤 

泰 

衑
（
か
と
う
や
す
み
ち
）

大洲藩主加藤家の文化財（第漆幕）

加藤泰衑の墓所（龍護山）
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手軽で簡単なレシピ集　Vol.₄
＜サツマイモのきんぴら＞

（材料 2人分）
サツマイモ 80ｇ
カボチャ 30ｇ
ニンジン 30ｇ
ごま油 大さじ 2分の 1弱
いりごま 適量

作り方
①　サツマイモは、食べやすい長さの拍子切りにし、水にさらす。
②　 カボチャ、ニンジンは、サツマイモの長さにあわせて拍子切り

にる。
③　フライパンでごま油を軽く熱し、水気をきった①と②を炒める。
④　③にＡの調味料を加え、ふたをして弱火で蒸し焼きにする。
⑤　 ④の材料に火が通ったらふたをあけ、中火にして水気がなくな

るまで炒め煮にする。
⑥　最後に、いりごまをからめる。

－サツマイモの保存方法－
　サツマイモは、暖かいとこ
ろで栽培される食材なので、
冷蔵庫に入れると低温障害を
おこし傷みが早くなります。
新聞紙などに包み、冷暗所で
保存しましょう。
　真冬は、冷暗所が冷蔵庫よ
りも低温になる可能性がある
ので、注意が必要です。

砂糖 大さじ 2分の 1
みりん 大さじ 2分の 1
酒 大さじ 2分の 1
しょうゆ 大さじ 2分の 1

⎧
｜
｜
｜
｜
｜
⎩

Ａ

【レシピ提供：大洲市保健センター】

大
洲
の
食
育

　

今
回
は
﹁
へ
ぇ
～
﹂﹁
こ
れ
は
な

に
﹂
と
い
う
声
が
響
く
、
大
洲
市

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
食
育
活

動
の
ひ
と
つ
﹁
給
食
セ
ン
タ
ー
見

学
﹂
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
稼
働
を
始
め

て
約
２
年
が
経
過
し
、
こ
れ
ま
で

に
た
く
さ
ん
の
児
童
生
徒
が
見
学

に
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
最
初
に
給
食
車
を
見
学

し
ま
す
。
車
輌
の
側
面
に
は
、
市

内
の
児
童
が
描
い
て
く
れ
た
絵
が

あ
り
ま
す
。
普
段
は
な
か
な
か
見

る
こ
と
の
で
き
な
い
巨
大
な
絵
を
、

じ
っ
と
見
つ
め
て
い
る
子
ど
も
た

ち
が
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
セ
ン
タ
ー
の
２
階
か

ら
調
理
場
を
見
学
し
ま
す
。
大
き

な
釜
に
大
き
な
し
ゃ
も
じ
、
た
く

さ
ん
の
材
料
、
見
た
こ
と
も
な
い

よ
う
な
調
理
機
器
。
子
ど
も
た
ち

は
、
ど
う
や
っ
て
給
食
が
作
ら
れ

て
い
く
の
だ
ろ
う
と
興
味
津
々
で
、

職
員
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
目
を

輝
か
せ
て
見
て
い
ま
す
。

　

調
理
の
見
学
終
了
後
は
、
栄
養

教
諭
の
話
と
児
童
生
徒
か
ら
の
質

問
タ
イ
ム
で
す
。
栄
養
教
諭
か
ら

は
、
見
学
コ
ー
ス
か
ら
見
る
こ
と

の
で
き
な
か
っ
た
調
理
場
の
様
子

や
、
各
学
年
に
応
じ
た
食
育
に
つ

い
て
、
ビ
デ
オ
な
ど
を
使
用
し
な

が
ら
話
を
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

か
ら
の
質
問
で
は
﹁
何
人
分
作
っ

て
い
ま
す
か
﹂﹁
な
ぜ
エ
プ
ロ
ン
の

色
が
違
う
の
で
す
か
﹂
な
ど
、
鋭

い
質
問
が
飛
ん
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
実
際
に
給
食
を

作
っ
て
い
る
様
子
を
見
る
こ
と
で
、

食
べ
る
と
い
う
こ
と
は
、
多
く
の

人
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
感
じ
て
も
ら
え
る
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
毎
日
食
べ
て
い

る
給
食
が
、
少
し
違
っ
た
も
の
に

見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

今
後
も
、
給
食
セ
ン
タ
ー
見
学

を
通
し
て
、
食
育
推
進
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
県
内
の
ほ
か
の
地
域
に

先
駆
け
て
、
11
月
の
新
米
か
ら
市

内
の
学
校
給
食
米
の
銘
柄
が
﹁
ヒ

ノ
ヒ
カ
リ
﹂
か
ら
県
奨
励
品
種
で

あ
る
﹁
に
こ
ま
る
﹂
へ
変
更
に
な

り
ま
し
た
。
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まちのわだい

長浜に冬到来
～肱川あらし発生初日～

　ぐっと冷え込んだこの日、長浜の冬の風物詩ともい
える「肱川あらし」が、今季初めて観測されました。
肱川あらし実行委員会が主催する「肱川あらし発生
初日当てクイズ」には、全国から776通の応募があり、
24人が的中されました。
　今年は、昨年より13日早く発生し、長い冬の始まり
を感じさせました。

10月16日㈭

肱川に日頃の感謝を込めて
～肱川クリーン活動～

　国立大洲青少年交流の家や大洲ライオンズクラブ、
大洲高等学校カヌー部など 8 機関から76人が参加し、
大洲城対岸の肱川河川敷においてクリーン活動を実
施しました。
　この日は、濃い朝霧が立ち込める肌寒い天候でした
が、参加者はうっすらと汗をかきながら、ごみ袋20袋
以上のごみを集めました。

深まりゆく秋
～河辺ふれあいフェスタ2014～

　爽やかな秋晴れのなか、河辺ふれあいフェスタ201
4が開催されました。
　当日は、各種バザーや発表会、大道芸人のパフォー
マンス、お楽しみ抽選会など、次々と催し物が行われ、
終日会場を盛り上げていました。
　来場者のみなさんは、河辺の秋を感じながら、楽し
い一日を過ごしました。

10月19日㈰

10月29日㈬

2 年ぶりの運動会
～第12回　肱川自治運動会～

　第12回肱川自治運動会が、肱川中学校グラウンドに
おいて、 2年ぶりに開催されました。
　昨年は雨天のため中止となりましたが、今年は爽や
かな秋晴れのもと、肱川地区内の 4 分館、約800人の
選手により熱戦が繰り広げられました。
　結果は、予子林分館の連覇となりました。選手、役
員のみなさん、大変お疲れさまでした。

10月19日㈰



広報大洲 12月号 12

おおずニュース

「
大
洲
市
き
ら
め
き
大
使
」
を
委
嘱

　

市
で
は
、
合
併
10
周
年
記
念
事
業
の

一
つ
と
し
て
、
本
市
の
魅
力
や
良
さ
を

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
﹁
大
洲
市
き
ら
め
き

大
使
﹂制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。
今
回
、

宝
塚
歌
劇
団
の
彩あ

や

風か
ぜ

咲さ
き

奈な

さ
ん
と
漫
画

家
の
松
本
零れ

い

士じ

さ
ん
に
大
使
を
委
嘱
す

る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で

委
嘱
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
９
日
㈭
に
宝
塚
歌
劇
団
で
行
わ

れ
た
彩
風
さ
ん
の
委
嘱
式
で
は
、﹁
き

ら
め
き
大
使
に
任
命
し
て
い
た
だ
き
、

と
て
も
光
栄
に
思
う
。
大
洲
市
民
と
し

て
の
誇
り
を
持
ち
、
多
く
の
人
に
夢
を

与
え
ら
れ
る
よ
う
に
舞
台
の
上
で
輝
き

続
け
た
い
﹂と
抱
負
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

10
月
18
日
㈯
に
新
谷
小
学
校
で
行
わ

れ
た
松
本
さ
ん
の
委
嘱
式
で
は
、﹁
名

誉
あ
る
役
割
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
た

く
思
う
。
私
の
本
当
の
ふ
る
さ
と
は
、

新
谷
だ
と
思
っ
て
い
る
し
、
全
て
が
新

谷
か
ら
始
ま
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
銀

河
鉄
道
９
９
９
の
よ
う
に
、
私
も
大
洲

市
と
と
も
に
走
り
続
け
た
い
﹂
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

き
ら
め
き
大
使
に
就
任
さ
れ
た
お
二

人
に
は
、
こ
れ
か
ら
３
年
間
、
本
市
の

Ｐ
Ｒ
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
。

　第17回アジア競技大会（仁
イン

川
チョン

大会）に出場し、カ
ヤックシングル競技で銅メダルを獲得した小松正

せい

治
じ

選手が10月10日㈮、市役所を表敬訪問しました。
　小松選手は、「今回銅メダルを獲得することができ、
小さい頃の夢に1歩近づいた。これから、リオデジャ
ネイロ・東京オリンピックにつなげたい。また、えひ
め国体で優勝を目指すので、応援してもらえるよう今
後の大会で良い成績を残したい」と話されました。
　現在、県競技力向上対策本部所属の小松選手は、今
後大洲高校カヌー部などを指導していただく予定です。

アジア大会の活躍を愛媛でも

　第 2回銀河鉄道999イラスト審査会が10月19日
㈰、今年も松本零士先生を迎えて、新谷公民館に
て開催されました。昨年を大幅に上回る91点の応
募作品全てを松本先生本人が審査し、大賞に選ば
れた岩井香

か

澄
すみ

さん（豊茂）は「夢のようで、手の
震えが止まらない」と感激していました。
　松本先生は総評で「どの絵も希望に満ちた作品
で、一枚一枚に心を打たれた。みなさんにありが
とうと言いたい」と述べられました。

第 2の松本零
れい

士
じ

先生を目指して
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　大洲地区消防において10月22日㈬、藤尾寿
ひさし

さんと西
本淳

じゅん

さん（ともに西大洲）に感謝状が贈呈されました。
　藤尾さんと西本さんは、10月10日㈮午後 8時前に、
大洲市田口で発生した建物火災において、自らの危
険を顧みず協力して消火器の準備と初期消火を行
い、被害を最小限に抑えました。
　今回の受賞に対し 2人は、「火がついていると思
った瞬間、消さなければという一心で行動しました。
今回の受賞は、一生に一度あるかないかのことなの
で、とても光栄に思う」と喜びを語られました。

初期消火者に感謝状を贈呈

おおずニュース

平
成
26
年
度
大
洲
市
戦
没
者
・
消
防

　
　
　
お
よ
び
公
務
殉
職
者
合
同
追
悼
式

　

市
内
の
戦
没
者
や
公
務
殉
職
者
を
追

悼
す
る
た
め
、
平
成
26
年
度
大
洲
市
戦

没
者
・
消
防
お
よ
び
公
務
殉
職
者
合
同

追
悼
式
が
10
月
29
日
㈬
、
大
洲
市
民
会

館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
清
水
市
長
は
﹁
戦
争

が
終
わ
り
を
告
げ
て
、
69
年
が
経
過
し

た
。
戦
後
の
荒
廃
か
ら
立
ち
上
が
り
、
世

界
に
誇
れ
る
経
済
国
に
発
展
し
た
陰
に

は
、
尊
い
命
を
捧
げ
ら
れ
た
戦
没
者
、
さ

ら
に
幾
多
の
災
害
に
強
い
責
任
感
で
職

務
を
全
う
さ
れ
た
消
防
殉
職
者
、
公
務

殉
職
者
の
尊
い
犠
牲
の
存
在
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。
今
後
も
互
い
に
力
を
合
わ

せ
、
平
和
と
繁
栄
を
目
指
し
未
来
を
切

り
拓
き
ま
す
﹂
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

今
回
の
追
悼
式
に
、
市
内
各
地
か
ら

約
３
６
０
人
の
参
列
が
あ
り
、
戦
没
者

１
１
６
６
柱
、
消
防
・
公
務
殉
職
者
14

柱
の
英
霊
に
対
し
、
黙
と
う
や
献
花
な

ど
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

遺
族
を
代
表
し
て
、
遺
族
会
大
洲
支

部
の
矢
野
郁い

く

子こ

さ
ん
が
﹁
終
戦
か
ら
69

年
が
経
過
し
、
戦
争
の
風
化
が
懸
念
さ

れ
る
。
戦
争
の
悲
惨
さ
を
、
子
や
孫
に

語
り
継
ぐ
こ
と
が
私
た
ち
の
責
務
だ
と

思
っ
て
い
る
。
今
後
、
私
た
ち
の
よ
う

な
遺
族
が
、
二
度
と
現
れ
な
い
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
﹂
と
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
ま

し
た
。

　ロボット競技の全国大会「WRO Japan 2014」で
審査員特別賞に輝き、ロシア・ソチで開かれる国際
大会への出場を決めた八幡浜工業高校チームの尾神
優
ゆう

輝
き

さん（徳森）が10月31日㈮、市役所を表敬訪問
しました。
　尾神さんは、競技概要やロボットのプログラミング
について清水市長と懇談し、「世界大会で良い結果報
告ができるよう頑張ります」と決意を述べられました。
　八幡浜工業高校チームは、2011年の国際大会で優
勝していて、2度目の世界一が期待されています。

もう一度世界の頂点へ
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